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I EST後再発総胆管結石におけるBMIと高脂

血症の関連についての検討
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ほ 的】総胆管結石EST治療症例における初回

再発に関するBMIと高脂血症の関与を明らかに

し,術後のBMIや高脂血症の変動が再発に及ぼ

す影響を検討する.

【方法】2000年3月から2008年9月まで当科に

おける総胆管結石EST施行症例 241例*,初回

EST例 215例 (男性 125例,女性90例,平均年

齢69.5歳)を対象とした.

① EST後総胆管結石再発の危険因子としては

治療暗BMI,高脂血症の有無を他の因子 (年齢,

性別,総胆管結石のサイズ,個数,EST切開幅)
と結石再発リスクについてロジスティック回帰分

析を用いてTetTOSPeCtiveに検討する.

②介入での再発抑止効果を検討するため,再発

症例においてBMIならびに総コレステロール値

の変動と無再発期間の相関を単変農解析により検

討する,

【成績】高BMI群と高脂血症合併例で有意に無
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再発期間が短縮していた.BMIを低値群 ;<25,

高値群 ;25≦の2群で高脂血症合併の有無で層

別化すると2群ともに高脂血症合併例で無再発期

間が短い傾向にあった.ロジスティック回帰分析

でも高脂血症の合併が有意に再発と関連してい

た.次に,結石再発例の13例 (男性9例,女性4

例,平均年齢71.7歳,平均観察期間824.3日)に

ついて検討した,平均無再発期間はBMI低下群

では経過中の総コレステロール値の下降の場合で

217日,上昇の場合で 171Hであったのに対し

BMI上昇群ではともに163日,164日であった.

総コレステロール値の変動のいかんにかかわらず

BMIのマイナス変動による無再発期間の延長が

示唆された.

【結語】総胆管結石EST後初回再発には生活習

慣病としての高脂血症,肥満 (BMI≧25)が関

連していた.予防的な治療介入としてBMIの低

下が寄与する可能性が示唆された.

2 多施設共同調査による自己免疫性膳炎合併症

としての肺病変の検討
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【目的】高 IgG4血症を伴 う自己免疫性輝炎

(AIP)には種々の牌外病変の合併が報告されて

いる.しかし肺病変の検証は十分ではない.今回,

多施設共同調査にてAIP合併肺病変の臨床像を

検討した.肺生検にてIgG4陽性形質細胞浸潤を


